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 ＜図１ インドネシア銀行月末ルピア為替相場の推移（ルピア／ドル）＞参照 
 







































建てで販売していた企業が少なくなかったと言われる （注）5。このことは、1997 年 12
















 ＜表１ 産業別総投入の内訳＞参照 
 












































 ＜表２ 週間賃金（単位：1,000ルピア）、消費者物価、預金金利の推移＞参照 
 ＜図２ 実質ＧＤＰ前期比伸び率と貯蓄率の推移＞参照 
 ＜表３－Ａ 月当たり消費額層別に見た支出構成比（1997年）＞参照 
 ＜表３－Ｂ月当たり消費額層別の支出構成比変化（1997～98年）＞参照 
  










































 ＜表４ 国民所得統計に基づく輸出ドライブの分析＞参照 
  





























































































































































































































1  鉱業は第一次産業､電気･ガス･水道は第三次産業として､ここでは考える｡ 
2  このうち､1 月はスハルト元大統領が､副大統領の候補としてハビビ氏を示唆したことに

















7  野村俊樹｢国内市場の潜在性に期待｣1999年5月31日付け『通商弘報』｡ 
8  1999年2月19日付けコンパス紙による｡参考までにジャカルタ特別州の最低賃金は､月
額19万8,500ルピアから23万1,000ルピアまで引き上げられた｡ 
9  国民経済社会調査の原票のうち､月額支出額が 30 万ルピア以上の層に限っては､各支出





機に深化｣(『アジ研ワールド・トレンド』1999 年 4 月号)も､こうした傾向が一部部品産業
などで認められたとしているが､同様にその効果は限定的であるとしている｡ 












16  佐藤のヒアリング調査による｡ 
17  1999年10月19日付けコンパス紙｡  
18  1998年7月3日付け及び7月4日付けコンパス紙による｡ 
19  パーム油輸出関税は､詳細な品目ごとに異なるが､ここで示されている税率は､その中
でも最も高い税率である｡ 
20  1998年7月8日付けコンパス紙｡ 
21  例えば､1998年6月25日付けコンパス紙､及び1998年10月1日付け同紙のボゴール農
科大学サラギ教授コメント｡ 
22  Bank Indonesia, Stati tik Ekonomi Keuangan Indonesiaに基づく｡ 
23  1999年1月30日付けコンパス紙｡ 
24  1999年6月5日付けコンパス紙｡決定は､パーム油及びパーム関連製品輸出税実施に関
する1999年6月2日付け蔵相決定書第189号に基づく｡ 
25  1999年7月3日付けコンパス紙｡ 
26  1999年7月31日付けコンパス紙｡ 
27  例えば､1999年6月17日付けコンパス紙｡ 
28  1999年8月7日付けコンパス紙｡ 
 








